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面

：の
，
農

業

政

资

の

中

心

‘的
な
課
題
で
あ
る‘農
業
生
產
ヵ
の
擴
充
が
究
極
に
於
い
て
農
業̂® 0

；

合
理
化
を
如
何
に
遂
行
す
る
か
に 

か
&
つ
て
‘ゐ
る
こ•
と
は
'異
論

'
の

な

い

と

^
ろ
で
あ
ら
ぅ
？
勿
論
こ
の
場
合
、
農
業
勞
働
の
合
理
化
と
は
反
當
坐
產
量
の
增
大
が
勞
働
の 

;.
生
產
性
と
’い
ふ
面
を
通
じ
、て
考
へ
ら
れ
な
げ
れ
ば
，な
ら
な
い
と
>
ふ
こ
,̂
で
あ
る
。
合
理
化
と
い
ふ
意
味
が
そ
の
語
の
.眞
の
敕
ヽ
张
に
於 

い
て
用
ひ
ら
れ
る
場
合'に
は
、
，そ
れ
は
勞
_

作
業
の
單
な
る
組
織
の
問
題
に
の
み'限
'ら
れ
、
も
^
で
は
な
い
。
如
何
に
個
々
、の
作
業
が 

行
は
れ
る
か
は
常
に
そ

Q
T

手
段」

备
聯
し
て
を
り
、‘從
-0,
て
、'勞
§
^
合
‘理
化
そ.
の
も
の
。は
を.
の「

手
段」

と
，の
關
聯
に
於
い
て
云
は 

ば
動
的
に
迦
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
，あ

_
る
。〗

兀
々
作
業
姐
織
と
は
ぶ
の
や
ぅ
な
如
何
な‘る「

手
段」

が
用
ひ
ら
れ
、る
か
と
い 

ふ

へ

と

と

廉

れ

て

は

考

へ

ら

れP
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
と\
で
は
問
題
は
直
ち
に
經
營
の̂
容
'に
つ
於
菸
づ
て
ゐ
る
ヒ
と
は 

明
ら
か_
で
あ
ら
ぅ4
、由
敗
食
糧
農̂

#
*
產
の
問
題
は
も
は
や
一
般
，の
農
業
經
濟
の
面
に
於
い

V

解
が
る.
ベ
き
：も
の
で
は.
な
く
，し.
て
、.. 

更
に
み
層
深
く
農
震
營
め
內
に̂
い
て
解
'か
れ
ね
ば
|.
な
い
ぬ
で
あ
る
。
農
業
陬
題-P
中
心
の
’.1-

9
が「

適
茁
規
模
論」

と
い
ふ
形
：
 

で
展
阅
さ
れ
た
こ
と
は1
そ
れ
を
物
語
る
名
の̂

外

，
な

ら

な

い
0
小
作
問
題
も
、
農
產
物
價
格
，の
骷
題
も
、
生
產
費
の
目
も
、

‘こ-
^
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-

忙
新
か
な
、
ilf
深
い
視
角
が
與」

へ
ら
ル
た
と
淬
ふ
べ
き
で
！あ
ざ
。
-
即
ち
、
-
農
菝
物
の
增
產
も
、
又
！增
康
の
た
，め
の
農
業
統
制
も
，
ま

'
，，
,
 

,

づ
農
業
經
營
の
實
態
に
對
す
るH:
確
な
認
識
^
基
か
な
け
，れ
ば
な
らr£
い
も
の.
と
思
は
れ
る
の
で‘
る
。
、し
か
も
、
從

來r^
l

方
輝 

は
研
究
も
指
導
も
閑
却
さ
れ
太
や
う
な
狀
態
，で
あ
つ
^j

し
*
從
つ
て
义
*興
業
綹
營
の
硏
究
文
歒
は
農
業
經
濟
、の
硏
究
に
比
し
て
決
し
ノ

.

-
て
多
い
发
は
為
へ
、な
い-^
う
に
展
は
れ|る
ふ
の.
間
に
鈐
っ
で
、
石
橋
幸
雄
氏A
硏

「

農
業
經
膂
の
諸
醫.k

昭
和
十
三
钜i.t

e -:
、

:  

.
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.『

農

樂

經

營

，
の

新

霧

」〔

明

和±
ハ

年

三

月

〕

：

r

或
ひ
は
米
倉
度
俊
氏
著

「

農
業
共
同
、經
營
冷
實
證
的

：

硏
：S
G
昭.
和

十

五

：年

十

：

I
月D'

は
注
，：
，
r 

■

，
同

す‘ベ^
も
の
の
一
つ
，で
あ
ら
うo
、'J
b
が
國
濃
業
の
指f
M
勵
と
い
ふ
實
務
を
通
，じ
て
わ
が
阈
の*
業
：經
營g
'M
#
に
沈
潜.
し
て.
得
ら
'.

机
^
獨
自Q

：

經
M

耩
と
經
營¥
理

と

を

，
展

開

し

て

ゃ

る

こ

の

岡

,
S
温

氏

の

，
近

著

「

農

業

經

營

の

苒

檢

» :」〔

：昭
和
士^
年
^
月〕

は
右
<0,.
 

や-
う
な
意
味
セ
、
又
實
際
農
政
家
の
意
見
を
代
表
す
る
、も
わ
と
し

.
て
、
現
在
讀
ま
るY

き
も
の
め>
Io
i
:̂. 

は

れ

る

の

宏

る
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本
*»
はI,

言
忆
し
て
运
へ&
瘃
族
的
小
農
經
營
の
提
唱
と
い
ふ
立
場
か
ら
、
小
農
經
營
の
特
質
を
閲
明
し
、氣
繁
經
營

.
の
合
理
化
を、

r  

農
業
經
營
の
嘴
導
方
法
を
解
明
せ
る
もP
で
耖
る
。

、

.

ご

.
'

わ
が
國
に
|
け
る
小
设
の
經
濟
理
論
は
旣
に
掼
井
時
敬
傅
士
に
ょ
つ
て
展
開
名
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

(
「

小
最
に
關
す
名
硏
究̂

昭
和
' 

一
 

'ニ
年
五
月〕

>
、
又
橫
井
博
士
そ.
の
他
を
中
心
と
す1る
か
農
論
に
對
し
て
姑
、
更1
猶.
つ
て
第
八.
囘
社
會
政
策
磬
會
大
多>,
#
正
：
.
三
年
十
''' .
'

:

、
：
 

1

月
：̂

褐
げ
た「

小
農
保
¥

レ

蓋

翁

と

す

、

方

策

加
！
：」

な

る

醫

を

廻

つ

て

、

ア

ー

サ

ト

-
ャ

ン

グ

：
，の
：
霞

論

に

‘基
く
乳
$
德
苎
博
.

、
 

士
に
ょ
る
大
小
農
論
爭
の
華
ヤ
し
い
展
開
を
見
た
と
&'
ろ
で
あ
づ
た
，

(
「

敷

怫

兩

，
國

大

小

農

制

に

關

す

る

ア

1,
サ
：、
1
:*
爭

：
ン
，
グ

ぬ
■

U

三
田
學
會
雜
誌」

第
八
卷I  0

號
及
び
第
乳
卷
衆
三
紙
、':社
：甚
策
擧
會
論
叢
第
八
她
翁
農
保
.
護
問
題
^〕

。
鈿

,
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逋
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農
榮
經
營
の
再
檢
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八
六

-

(

九
！1〇)
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'
 

, 

,

.
1

と
の
横
井
博
士
の
^K

論
の
主
張p‘s,b

L

沿

ふ

も

の

で

，あ
つ

V
、

そ
の’態
度

诚

似

上

の

、
福

田

‘博
士
の
大
農
論
を
評
し
た「

農
村
問
題
に 

,

思
ひ
t
致
す
も
の
は
"
先
づ
以
て
、
か
'
る
議
論
の
學
者
ノ
か
、
る
學
者
に.
ょ
1<
>.
て.
敎
養
-̂
れ
^
天
卞..の_

才
が_

、
#界
、.
秦
^

4
 

1-
,

要
部
I

め
て
f

と
い
ふ
> 
商
工
資
本
義
網
の.
張
|

さ
れ
t

谏
に
，

■

の
：往

審

f

 

:

_

ぬ
。
四
方
八
方
殆
ん
ど
R
本
の
如
き
小
規
模
の
農
業
は
、
こ
れ
を
保
護
じ
/̂
見
；で
;̂
仕
方
が.
本
い
'尤
は«

い
加
と
い
'4

破

壞

論

だ

け

を
,

,

-̂
ち
、
何
等
對
策
を
持
だ
な
い
先
生
®
^C

社
會
を
支
配
じ
、て
ゐ
る
こ̂

 

 ̂

 ̂

マ
語.
に.
充
分
う
か

.‘.:

.
が
は
れ
る
で
あ
ら
う
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■

氏
は
明
治
三
十
ニ
年
金
國
農
事
會
に
人
り
、
次.
い
で
愛
媛
縣
農
-#.
に
轉
じ
梟
#
經

辑

の

指

導

：
；
、
：
農

村

問

：題

の

：
貧

地

的

解

決

..に
常
つ」

た.

の
で
れ
つ
た
が
、
大
正
九
萍
農
商
務
省
に
ょ
る
小
作
問
題
處
理
の
た
めq

委
员
氤
，の
；1.
時_

--
1
を
輕
て
允
芷
十
年
^
國
農
會
に.
入
^
>

‘■

昭
和
十I

年
愛
媛
縣
石
井
村
に
持
長
と
し
て
鄕
村
の
經
營
、
理
想
農
村
の
^
設
に
軍
头
の
努
+カ
を.
傾
く
ぺ.
ぐ
退
任
ぜ
'ら
れ
る
ま.
で
、
幹.

.

，

り

.

::-.
事
セ
;̂
て
最
ま
多_

麥

0
喪
ね
が
農
業
問
鑛
办

:-
«

理
に
'*
匕

盡

さ

れ

だ

；
の

^

.

*

ン 

:.,

'-
:
:動
$:
結

浆
-:
#
ら
れ'た
も
の̂

の

;̂
办
:0,
て.
、.
.
4
く

：に-.
>.
寸
®

、
：：
養

問

題

、
ハ
小
作
問
題
が
農
家
：負

谵

問

題

等

外

擡

頭

ル

つ

^
'
あ

つ

た

キ

:V
::

■

■

、
，
漏
^
 ̂

'
 
.

.

:.
;

:凌
::
|
|業
支

主

库

し̂
わ

が

國

：の

象

族

的

經

營

.
の
：細
密
衣
る
分
衍
に
努
1カ
'せ

ら

れ

た

吹

セ

あ
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へ 

'會

就

庙

紫m
と

し

政

！
^
面
の
：
仕

事

を

擔

把

し

七

_
ゐ
た
の
：
で
あ
る
が

<:
;米

穀.

|
費

諷

査

や、
^
^
 

■  

.'

セ
：馨

fc
關

す.
る

的

確

な

資

料

.
が
#
ら

れ

、
へ
農
業
經
：賢

に

鲁

め

瞎

光

を

見

：出
し
：た
や
，

.
う
杧
感
じ
芒.
；

(

自
序
瓦
貢)

と
述
べ
で
を
ら
れ 

」

、
 

ノ
る
如
^
で
あ
：
る
。

〖

去

れ

だ

げ

に

隈

.
々
ま
セ
：行
.
屆.
い
た
$

ゐ
：あ4
考
察
は
，わ
办
れ
れ
に
對
し.
て
敎
へ
；
考

ゲ

 

:

ン 

を
提
做
し
て
ゐ
>
の
で.
あ
る
9
氏
の
か
く
し
て
追
'求
さ
れ
た
農
業
經
營
形
態
妓
に
指
镎
原
理
は
會
つ
パ
て「

|
|̂

經
營
と
農
政」

と
題
し
て._ 

+
.
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,

,
:
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公
，に
さ
机
たC

昭
和
四
年〕

。
そ
(0-
後
事
愦
の
變
化
1
著

者

、
に
，
於

い

.
て

生

じ

た

新

し

い

所

見

か

ら

、
「

殊
：に
最
：近

.
小

農

即

應

，
の

_
土
'地..制
度
確.

'
.
. 

V 

立
の
緊
要
を
痛.
感
し
C
ゐ
る
の
、で
、.
舊
著『

»■
業
瓤
營
と
農
政
，

1

に
大
改
盯
を
加
へ
、
新
體
制
と
農
業
：の■關

係

を

論

述

；し
、

.
'*
名
も.T

農
- 

':
:.叢
營
の
苒
檢
討』

と
改
め
刊
£
^
る
セ
と
に
し
た」 (

舊

七

裒
>
の(

が
"本
書
で
あ
る
' 

;

'
 

':

>

.:

二

二 

ノ 

\

 

,’： 

-  

P
 

V. 

■

家
：族

的

小

農

論

：
の

篇

老

:

 

' 

V

,

霞

で

ぁb
s

s
i

處

llt
n

頃

遵
 

の
I

I

る
.
。
■

業

逢
植
物
I

l

f

 
S
仕
"
_

.

•

V
*
で
：あ
る
か
ら
、
生
物
生
奪
の
首
然_
の
：凌
則
7-
>
卽.
ち
空
氣)

..日
光
，
淑
度
、
水
、
土
'壤
等

の

作

用

悤

寒

に

：ょ

り

、

.'-
發
芽
じ
、.
成
長
し

、

■ 

,

',

,
ノ
'!
成
熟•す
る
、一

定
の
時
日
と
、
：
...自
然
的
：$
艇
徑
路
を
履
ま
ね.
ば
生«
す
ふ
こ
ん
の
出
來
な
い
事
業
セ.
あ.
る

。
' 從
つ.

^

_ 

;

特
に.
我
國.
の

遵

業

徽

營

に

於

：て

战

:-
"
自
^
:

に

加

勢:1
>
ノ .
叉

ば

猶

然

；
カ

：
に

_
反

坑

し

：
て
：
、
，
生

育

成

熟

を

倔

進

.
じ
：
.「

蒞
ふ
は
生
肓
成
熟
の
時.

.

■',
,
期
1_

化
せ
し
む
る
等
の
た
め
、
臨
機
應
變
の
技
術
I
必
要
^
ず
名
經
營
で
あ
る
か
ら
、'
是
#.
共
多
\<
の
：，
.
人
カ

：を

襄#
る
め
で
あ
る」

'

' :
:c

九
五
I
六
K)

o
そ
こ
で
震
業
の
機
械
化
な
ど
と
W

へ.
ど
、
矽
械_

應
用
せ
ら.
る
、
呔
生
淹
衍_

の-
缔
で.
あ.
；つ
^
、̂
:

產
め
'至

.

.
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學

「

\'
..
:
部.
は«
械
^
か
'、
ら
な
い
.°
:

殊

に

我

國

の

農

業

ゆ

世

界
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械
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狀
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營
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營
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叱
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。
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營
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營
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營
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家
族
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營
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族
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營
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營
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猶
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潤
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濟
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な
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あ
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パ. 

い
程
^
に
な
れ
狀
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れ
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營
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營
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總
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營
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狄
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總
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營
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を
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あ
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營
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あ
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營
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營
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。
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營
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ヤ.
：̂

^

、

入
に
緙
へ
る
が
、

>
カ
_
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營
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れ
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